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調
査
の
概
要

①
－
調
査
の
背
景

　
近
年
、
「
家
族
」
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
家
族
論
の
中
心
的
な
着
眼
点
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
わ
が
国
の
人
口
構
造
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る

と
思
わ
れ
る
出
生
率
の
低
下
と
高
齢
化
の
進
展
、
家

族
観
・
結
婚
観
の
変
化
に
伴
う
晩
婚
化
・
非
婚
化
の

傾
向
、
離
婚
率
の
上
昇
な
ど
の
現
象
で
あ
る
。

　
特
に
高
度
成
長
期
以
降
、
急
激
な
変
動
を
遂
げ
た

都
市
社
会
に
お
い
て
は
、
家
族
が
一
緒
に
労
働
、
消

費
、
余
暇
を
行
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
個
人
が
別
々

に
行
動
す
る
ヶ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
個

人
重
視
の
流
れ
が
、
家
族
規
範
を
後
退
さ
せ
、
家
族

観
の
多
様
化
、
ひ
い
て
は
家
族
形
態
の
多
様
化
を
招

い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
人
口
が
三
百
三
十
万
を
超
え
る
横
浜
市
に
お
い
て

も
、
家
族
形
態
の
多
様
化
は
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
、

未
婚
率
が
上
昇
し
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で

出
生
数
は
減
少
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増

え
、
単
身
世
帯
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　
出
生
率
の
低
下
や
世
帯
構
造
の
変
容
を
見
て
い
る

と
、
横
浜
市
に
お
い
て
、
子
供
の
養
育
や
老
親
の
扶

養
・
介
護
と
い
っ
た
、
従
来
の
家
族
が
担
っ
て
き
た

機
能
が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
－
調
査
の
目
的

　
本
調
査
で
は
、
家
族
形
態
の
多
様
化
の
現
状
と
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
形
態
の
変
化
が
家
族
の
機

能
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
を
考
察
す
る
。

　
さ
ら
に
、
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
家
族
を
社

会
と
し
て
い
か
に
支
え
て
い
く
か
、
家
族
支
援
施
策

の
方
向
性
を
提
起
す
る
。

③
－
調
査
方
法

　
調
査
に
あ
た
っ
て
、
主
に
次
の
五
つ
の
方
法
を
と
っ

て
い
る
。

ア
文
献
サ
ー
ベ
イ

　
家
族
の
歴
史
的
経
緯
、
動
向
、
家
族
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
現
況
、
家
族
に
対
す
る
社
会
・
地
域
・

行
政
の
対
応
状
況
、
及
び
諸
外
国
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
に
、
家
族
に
関
す
る
既
存
文
献
の
整
理
・
分

析
を
行
う
。

イ
有
識
者
・
行
政
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
文
献
の
整
理
・
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
課
題
と

な
る
分
野
の
有
識
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
横
浜
市
な
ら
で
は
の
動
向
に
接
近
す
る
た

め
に
、
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
フ
ム
、
横
浜
家
庭
裁
判
所

の
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
実
施
し
た
。
（
五
年
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度
・
表
－
１
）

　
六
年
度
は
、
諸
外
国
の
家
族
支
援
施
策
の
現
状
と
、

日
本
へ
の
導
入
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
（
表
－
２
）

　
な
お
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
過
程
で
、
民
間
の
育
児

支
援
活
動
者
（
「
エ
ス
ク
」
代
表
・
名
木
純
子
氏
）

の
紹
介
を
受
け
、
あ
わ
せ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。

　
さ
ら
に
、
家
族
施
策
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
横
浜
市
の
家
族
施
策
に
関
連
す
る
部
署
（
市
民

局
女
性
計
画
推
進
室
、
福
祉
局
児
童
課
・
保
育
第
一

課
・
保
育
第
二
課
、
企
画
局
高
齢
化
社
会
対
策
室
）

に
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
経
緯
、
問
題
点
、
今
後
の

展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

ウ
横
浜
市
民
意
識
調
査
結
果
の
分
析

　
平
成
五
年
度
に
実
施
し
た
「
横
浜
市
民
意
識
調
査
」

で
は
、
特
集
項
目
と
し
て
「
家
族
・
家
庭
に
つ
い
て
」

を
取
り
上
げ
、
出
生
率
の
変
化
、
非
婚
化
・
晩
婚
化
、

家
族
・
家
庭
の
機
能
な
ど
に
関
す
る
市
民
の
意
識
を

調
査
し
た
。
こ
れ
ら
を
、
要
因
の
分
析
に
あ
た
り
活

用
し
た
。

エ
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
グ
ル
ー
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
横
浜
市
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

へ
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
市
民
の

家
族
の
実
態
や
問
題
点
の
動
向
、
現
状
の
行
政
施
策

の
問
題
点
と
今
後
の
あ
り
方
を
探
っ
た
。

オ
市
民
デ
プ
ス
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
横
浜
市
在
住
の
市
民
五
人
に
面
接
調
査
を
行
い
、

家
族
に
対
す
る
考
え
方
や
、
家
族
以
外
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
、
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
方

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要

　
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
と
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
―
家
族
形
態
の
多
様
化
の
現
状

　
近
年
、
世
帯
規
模
は
急
速
に
縮
小
し
、
一
九
九
〇

年
の
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
人
員
数
は
、
全
国
で
三
・

〇
一
人
、
横
浜
市
で
は
二
・
七
五
人
と
な
っ
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
世
代
分
離
の
進
行
に
よ
る
三
世

代
世
帯
の
減
少
と
夫
婦
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
若
年

単
身
世
帯
の
増
加
、
出
生
率
の
低
下
な
ど
が
あ
る
。

ア
世
代
分
離
の
進
展

　
過
去
二
十
年
間
の
全
国
の
世
帯
構
成
の
変
化
を
見

る
と
、
三
世
代
世
帯
の
減
少
と
単
身
世
帯
の
増
加
が

顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る

世
帯
に
お
け
る
三
世
代
世
帯
の
割
合
の
減
少
が
著
し

い
（
一
九
八
〇
年
三
九
・
二
％
↓
一
九
九
〇
年
二
七
・

一
％
）
。
一
方
で
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
（
八
〇
年

九
・
九
％
↓
九
〇
年
一
五
・
二
％
）
や
夫
婦
の
み
の

世
帯
（
八
〇
年
一
八
・
六
％
↓
九
〇
年
二
五
・
六
％
）

が
増
加
し
て
い
る
。

　
三
世
代
世
帯
が
減
少
す
る
一
方
で
、
生
計
は
別
で

あ
る
が
同
一
敷
地
内
や
二
世
帯
住
居
に
住
む
「
隣
居
」

や
、
町
内
会
や
回
覧
板
が
回
さ
れ
る
程
度
の
範
囲
に

住
む
「
近
居
」
の
割
合
が
、
わ
ず
か
ず
つ
増
加
し
て

い
る
。

イ
婚
姻
に
関
す
る
変
化

　
人
々
の
婚
姻
に
対
ず
る
意
識
や
行
動
も
近
年
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　
若
年
期
、
中
年
期
い
ず
れ
の
場
合
も
未
婚
率
の
上

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
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援
施
策
の
方
向
①
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向

昇
が
見
ら
れ
、
現
在
す
で
に
見
ら
れ
る
生
涯
未
婚
率

の
上
昇
が
、
将
来
さ
ら
に
進
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
離
婚
の
動
向
を
見
る
と
、
若
年
層
の
離
婚
率
が
上

昇
す
る
一
方
、
結
婚
し
て
二
十
年
以
上
経
過
し
て
か

ら
離
婚
に
お
よ
ぶ
「
熟
年
離
婚
」
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
横
浜
市
で
は
、
一
九
九
〇
年
の
時
点
の
未
婚
率
は
、

二
十
五
圭
一
十
九
歳
の
女
性
で
四
〇
・
九
％
、
三
十

～
二
十
四
歳
の
男
性
で
三
五
・
五
％
に
達
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
離
婚
の
発
生
件
数
の
割
合
を
見
る
と
、

四
年
以
内
に
離
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
全
離
婚
件
数
の

四
〇
・
七
％
（
一
九
九
〇
年
）
と
な
っ
て
お
り
、
十

年
前
に
比
べ
る
と
Ｉ
〇
％
以
上
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、

結
婚
後
二
十
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
の
離
婚
は
、
一

九
八
〇
年
で
す
で
に
全
国
を
五
％
上
回
る
一
二
・
七

％
に
達
し
て
い
る
？
九
〇
年
に
は
一
四
・
一
％
で
あ
っ

た
。

ウ
出
生
率
の
低
下

　
一
人
の
女
性
が
生
涯
平
均
何
人
の
子
供
を
産
む
か

の
推
計
で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
（
十
五
～
四
十
九

歳
ま
で
の
年
齢
別
出
生
率
の
単
純
合
計
）
は
、
一
九

七
五
年
前
後
に
二
・
〇
を
下
回
り
、
一
九
九
三
年
に

は
さ
ら
に
Ｉ
・
四
六
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

　
横
浜
市
で
も
、
一
九
九
九
三
年
の
時
点
で
一
・
三

〇
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
既
婚
女
性
に
限
っ
た
場
合
、
平
均
二
人

は
子
供
を
産
ん
で
お
り
、
大
き
な
変
化
が
な
く
安
定

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
低
下

は
、
結
婚
し
な
い
女
性
の
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

②
－
家
族
形
態
の
多
様
化
の
要
因

　
家
族
形
態
の
多
様
化
の
要
因
を
、
個
人
の
意
識
の

変
化
や
社
会
環
境
の
変
化
と
関
連
づ
け
な
が
ら
分
析

表－２　有識者ヒアリング・リスト（６年度）
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す
る
。

ア
世
代
分
離
の
進
展
の
要
因

　
長
寿
化
に
伴
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
、
医
療

技
術
の
進
歩
に
伴
う
身
体
の
活
動
能
力
の
向
上
や
、

公
的
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
の
自
立
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
活
の
自
立
を
維
持
し
つ
つ
、
適
宜
生
活

面
で
協
力
し
、
交
流
を
求
め
る
と
い
っ
た
親
子
関
係

が
好
ま
れ
、
近
年
の
隣
居
、
近
居
の
増
加
に
結
び
つ

い
て
い
る
。

イ
婚
姻
に
関
す
る
変
化
の
要
因

　
婚
姻
に
関
す
る
変
化
の
背
景
に
は
、
女
性
の
経
済

的
自
立
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
未
婚
女
性
で
は
就

業
断
念
の
機
会
費
用
が
大
き
い
た
め
、
そ
の
リ
ス
ク

が
高
い
結
婚
に
対
し
て
慎
重
に
な
り
、
晩
婚
化
か
進

み
、
既
婚
女
性
で
は
離
婚
後
の
生
活
不
安
が
薄
れ
、

離
婚
に
踏
み
切
り
や
す
く
な
っ
た
。

　
女
性
の
深
層
に
あ
る
結
婚
規
範
が
晩
婚
化
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
三

高
」
と
い
う
自
分
の
社
会
的
地
位
を
引
き
上
げ
て
く

れ
る
男
性
が
、
結
婚
相
手
と
し
て
望
ま
れ
る
傾
向
も

強
く
、
結
婚
相
手
の
選
択
を
よ
り
慎
重
に
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
学
歴
の
違
い
に
よ
る
カ
ッ
プ
ル
の
形
成

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
晩
婚
化
に
つ
な
が
る
。

　
さ
ら
に
、
都
市
部
に
お
い
て
独
身
生
活
を
快
適
に

す
る
条
件
が
整
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
自
分
の
多
様

な
可
能
性
を
発
揮
で
き
る
柔
軟
性
を
保
つ
た
め
に
、

結
婚
を
避
け
る
「
結
婚
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
化
」
の
心

理
も
晩
婚
化
・
非
婚
化
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
近
年
の
若
年
離
婚
の
増
加
は
、
現
代
の
若
年
層
特

有
の
表
層
的
な
人
間
関
係
に
な
り
や
す
い
心
理
構
造

に
起
因
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
夫
婦
で
対
処

す
べ
き
課
題
が
生
じ
た
場
合
、
葛
藤
の
中
か
ら
解
決

策
を
引
き
出
す
努
力
を
せ
ず
、
互
い
に
引
き
こ
も
っ

て
し
ま
う
た
め
、
親
し
い
愛
情
関
係
に
な
ら
な
い
。

愛
情
が
冷
め
れ
ば
、
あ
っ
さ
り
と
関
係
を
解
消
し
て

し
ま
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
結
婚
を
そ
の
時
々
の
役

割
を
ど
う
遂
行
す
る
か
に
よ
っ
て
、
お
互
い
を
評
価

し
合
う
契
約
的
な
関
係
と
と
ら
え
る
考
え
方
へ
の
移

行
も
見
ら
れ
る
。

ウ
少
子
化
の
要
因

　
少
子
化
の
進
展
は
、
晩
婚
化
（
場
合
に
よ
っ
て
は

非
婚
化
）
に
よ
る
出
産
可
能
期
に
あ
る
既
婚
女
性
の

数
の
減
少
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
子
出
産
年
齢
の
上
昇
は
、
高
学
歴
で
、
就
業

継
続
意
向
の
高
い
、
都
市
部
に
住
む
女
性
に
多
く
起

き
て
い
る
。

　
市
民
意
識
調
査
で
は
、
想
定
さ
れ
る
教
育
費
な
ど

の
子
育
て
コ
ス
ト
や
、
育
児
の
心
理
的
・
肉
体
的
負

担
、
住
宅
事
情
、
仕
事
と
の
両
立
の
難
し
さ
な
ど
が
、

晩
婚
化
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

③
－
家
族
病
理
と
そ
の
要
因

　
近
年
、
家
族
の
病
理
の
多
発
も
深
刻
な
問
題
を
社

会
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
児
童

虐
待
、
家
庭
内
暴
力
、
登
校
拒
否
、
家
庭
内
離
婚
、

高
齢
者
の
孤
立
化
な
ど
が
そ
の
病
理
化
の
代
表
例
で

あ
る
。

　
老
親
と
の
同
居
・
別
居
に
か
ら
む
問
題
は
、
世
代

間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
発
端
と
な
り
、
別
居
し
た
場
合
で

も
、
同
居
し
た
場
合
で
も
親
子
間
の
葛
藤
を
生
じ
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
夫
婦
関
係
で
は
夫
が
会
社
人
間
と
な
り
、
仕
事
に

埋
没
し
、
家
庭
を
顧
み
な
く
な
り
、
夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
途
絶
え
、
家
庭
内
別
居
、
家
庭
内

離
婚
へ
と
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
。

　
親
子
関
係
の
病
理
で
あ
る
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
原

因
と
し
て
は
、
仕
事
か
育
児
か
と
い
う
二
者
択
一
に

よ
っ
て
潜
在
的
な
子
供
へ
の
憎
し
み
が
生
じ
る
こ
と
、

育
児
が
女
性
の
一
方
的
な
負
担
に
な
り
が
ち
な
こ
と

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
精
神
的
、
肉
体
的
に
追
い
込

ま
れ
た
結
果
が
子
供
へ
の
虐
待
に
結
び
付
く
こ
と
も

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
親
の
子
供
に
対
す
る
過
剰
な
期
待
や
、

ぽ
分
の
所
有
物
で
あ
る
と
い
う
錯
覚
な
ど
が
原
因
と

な
り
、
登
校
拒
否
や
家
庭
内
暴
力
、
子
供
の
人
格
破

壊
と
い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り
得
る
。

④
ｌ
家
族
機
能
の
変
化
と
そ
の
影
響

　
世
代
分
離
、
晩
婚
化
・
非
婚
化
、
離
婚
率
の
上
昇

な
ど
、
家
族
の
あ
り
方
は
、
伝
統
的
な
家
族
規
範
か

ら
抜
け
出
し
、
個
人
の
主
体
的
な
選
択
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
つ
つ
あ
る
。

　
そ
の
反
面
、
家
族
が
従
来
も
つ
と
さ
れ
て
き
た
、

出
産
や
養
育
の
機
能
、
親
の
扶
養
や
介
護
の
面
の
機

能
の
低
下
を
招
い
て
い
る
。

　
介
護
機
能
の
低
下
は
、
少
子
化
に
よ
り
介
護
の
期

待
で
き
る
子
供
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
あ
る

い
は
、
主
な
担
い
手
で
あ
っ
た
女
性
の
社
会
進
出
が

本
格
化
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
女
性
の
就
業
率
の
上
昇
は
、
仕
事
と
家
事

の
両
立
の
条
件
が
整
備
さ
れ
な
い
と
、
出
産
、
育
児

機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
で
も
、
市
民
の
多
く
が
、
育

児
や
介
護
が
家
族
だ
け
で
は
担
い
き
れ
な
い
世
の
中

に
な
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

⑤
－
家
族
支
援
施
策
へ
の
提
言

ア
支
援
施
策
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
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特
集
・
多
様
化
す
る
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族
と
支
援
施
策
の
方
向
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様
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す
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族
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援
施
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の
方
向
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表－３　家族支援施策の現状

表－４　家族支援施策への提言

　
女
性
の
社
会
進
出
や
核
家
族
化
に
よ
り
、
家
族
が

育
児
・
介
護
の
す
べ
て
を
担
う
の
は
、
す
で
に
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
に
は
、
膨
大
な
支
出
が
必
要
に
な
る
。

今
後
は
、
福
祉
の
た
め
の
予
算
を
社
会
的
投
資
に
つ

な
げ
る
と
い
う
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
福
祉
が
充
実
し
、
介
護
や
育
児
に
当
た
っ

て
い
た
家
族
が
労
働
力
と
な
れ
ば
、
そ
の
労
働
か
ら

税
収
が
得
ら
れ
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
個
人
の
自

立
と
自
己
選
択
を
支
え
る
た
め
、
社
会
的
制
度
と
し

て
育
児
・
介
護
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

イ
家
族
支
援
施
策
の
現
状

　
介
護
・
育
児
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
現
状

の
問
題
点
を
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
自
治
体
等
の
取
り
組

み
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。
（
表
ｌ
３
）

ウ
家
族
支
援
施
策
へ
の
提
言

⑥
－
家
族
支
援
施
策
の
海
外
事
例

　
家
族
支
援
施
策
へ
の
提
言
に
あ
た
り
、
参
考
に
し

た
諸
外
国
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
）
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　
現
状
の
問
題
点
を
受
け
、
介
護
・
育
児
の
支
援
施

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
。
（
表
－
４
）
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